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“特定外来生物”カワヒバリガイ

外来生物とは、もともとその地域にいなかった生

物が、人間の活動によって他の地域から侵入してき

たものを指します。外来生物による生態系や人の生

活への悪影響を防止することを目的とする法律「外

来生物法」は、特に海外からやってきた外来生物の

うち侵入先の生態系や人の生活への悪影響が著し

いもの（または、そのおそれのあるもの）を「特定

外来生物」として指定し、その輸入や飼育、運搬な

どの行為を規制しています。

特定外来生物に指定されている二枚貝の一種カ

ワヒバリガイは中国原産の淡水性二枚貝で、侵入し

た先で元々住んでいる生物の生息地を覆い尽くし

てしまったり、ダムや発電所などの利水施設の運用

を妨げたりするなど自然環境と人間生活におおき

な被害をもたらすことが知られています（図１）。

カワヒバリガイ霞ヶ浦に侵入！

カワヒバリガイは日本では1990年代に西日本の

木曽川水系と琵琶湖・淀川水系に侵入が確認され、

上水道施設などの運用に被害が報告されるように

なりました。1980年代後半から、中国から生きた

まま輸入されていたシジミにカワヒバリガイが混

入していることが報告されており、国内への侵入は

それら水産物を経由して来たと考えられています。

その後、2000年以降は愛知県や群馬県、静岡県な

ど西日本以外の新たな地域での生息が確認される

ようになり、2005年11月、茨城県の霞ヶ浦で網

生け簀にたくさんのカワヒバリガイが付着してい

るのが発見されました。

霞ヶ浦は琵琶湖に次いで日本で二番目に面積の

広い湖で、その水は生活用水や農業用水などとして

関東一円の広い地域で利用されています。カワヒバ

リガイは、これら霞ヶ浦と関連する利水施設におお

きな影響を及ぼす可能性があります。しかし、発見

間もないこともあり、これまで霞ヶ浦におけるカワ

ヒバリガイの生息状況はほとんどわかっていませ

んでした。そこで、農業環境技術研究所では、霞ヶ

浦におけるカワヒバリガイの分布を調査するとと

もに、その侵入時期の推定を試みました。
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図１　岩に付着しているカワヒバリガイ
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特定外来生物カワヒバリガイは霞ヶ浦湖岸の約半分まで分布を広げている

既に霞ヶ浦湖岸の半分まで分布を拡大

2006年６月から９月まで、霞ヶ浦湖岸の水深１

mより浅い場所90地点でカワヒバリガイの生息調

査を転石などの目視と水面下の護岸に対する手探

りの探索で行ったところ、西部湖岸を中心とする

41地点で生息が確認されました（図２）。カワヒバ

リガイはコンクリート護岸や転石の下部に多く確

認され（図３）、最も密度が高かったのは西部にあ

る稲敷郡阿見町廻戸の調査地でした。ここでは調査

員１人で10分間探索を行った結果、152個体のカ

ワヒバリガイを採集できました。霞ヶ浦全域での分

布と密度のデータから、おそらく霞ヶ浦西部付近の

水域から生息範囲が拡大しつつあるものと考えら

れます。過去に調べられたカワヒバリガイの成長速

度のデータを参考にすると、現在霞ヶ浦に生息して

いるカワヒバリガイはその大きさから、2004年か

それ以前に霞ヶ浦に侵入したものと考えられます。

今回の調査は霞ヶ浦湖岸の水深１mより浅い場所

だけでしか行っていませんが、霞ヶ浦の水深は平均

４m、最大水深は７mです。過去の研究でカワヒバ

リガイが最も高密度で定着するのは水深６mである

という報告があり、実際にカワヒバリガイが生息し

ている分布範囲は、図２で示されたものよりも広い

範囲に及ぶ可能性があります。

既に霞ヶ浦水系に属する一部地域ではかんが

い用水施設に侵入したカワヒバリガイが配水管を

詰まらせるなどの被害をもたらしていることがわ

かっています。今後これらの生息地域における漁具

の移動や農業用水施設の運用などには注意が必要

になるでしょう。特に、本種が高密度に生息してい

る地域の周辺では、漁具や水産物の移動を制限する

など、本種の生息域の拡大を防止するなんらかの方

策が必要となると考えられます。

図２　�霞ヶ浦におけるカワヒバリガイの分布。調査は地点ごとに調査員１人が10分間湖岸を探索することで行った。図中の丸が調査

点を示し、採集個体数が多いほど塗りが多くなっている。★は最も多く採集された地点。

図３　�コンクリート護岸（上）と砂浜（下）におけるカワヒバ

リガイの生息状況（模式図）
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